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本
會
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諸
種
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會
合
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『
哲

昴
研
究
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ノ
配
付
チ
受
ク

第
九
條
本
含
規
則
ノ
改
正
卵
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ハ
委
口
會
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決
議
ー
一
依
ル

第
七
條
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ト
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得

京
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哲

學

會

規

則
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一
條
本
會
チ
京
都
哲
學
令
卜
稲
ス

塾
一
條
本
合
＾
廣
義
―
ー
於
ケ
ル
背
學
ノ
研
究
及
其
普
及
チ
以
テ
目
的
ト
ス

第
一
＿
一
條
本
合
＾
前
條
ノ
目
的
チ
逹
セ
ン
ガ
鯰
メ
左
ノ
事
業
チ
行
フ

一
、
侮
月

1

回
研
究
令
チ
開
ク

一
、
毎
年
春
秋
二
回
公
開
欝
演
會
チ
開
ク

一
、
侮
月
一
圃
雑
誌
『
哲
學
研
究
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チ
褻
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本
誌
は
従
来
編
輯
事
務
を
京
都
に
於
て
執
り
骰
行
を
東
京
賓
文
館
に
委
任
致
し
居
候

為
め
校
正
其
他
編
輯
上
多
大
の
不
便
を
感
じ
居
候
慮
幸
ひ
近
来
京
都
に
於
て
も
我
邦

文
化
の
一
重
要
中
心
と
し
て
出
版
印
刷
の
業
も
漸
次
勃
興
の
氣
運
に
向
ひ
候
に
就
て

は
今
回
大
正
十
年
二
月
琥
よ
り
猾
行
所
を
京
都
内
外
出
版
株
式
會
祗
に
髪
更
致
す
こ

と
に
決
定
仕
候
間
右
御
了
承
有
之
度
此
段
會
員
諸
君
に
謹
告
候
也

尚
本
誌
が
創
刊
営
初
諸
事
不
整
頓
の
朕
態
よ
り
し
て
現
状
の
如
き
嶺
展
を
な
し
得
た
る
は
最

初
よ
り
利
害
を
離
れ
て
盛
力
致
哭
候
賓
文
館
の
熱
心
と
厚
誼
と
に
負
ふ
所
勘
ら
ず
候
本
會
は

此
機
會
に
於
て
同
館
に
蜀
し
深
厚
な
る
謝
意
を
表
し
候

大

正

九

年

十

二

月
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告
の
通
り
本
誌
の
登
行
所
を
大
正
十
年
二
月
以
後
嬰
更
せ
ら
る
ヽ
事
に
相

成
候
に
付
て
は
事
務
整
理
の
都
合
上
本
誌
の
登
送
及
前
金
の
彿
込
に
闘
し
左
記
の
通
り
協
定
仕

候
間
御
承
知
下
さ
れ
皮
奉
願
候

l

、
本
誌
の
登
送
は
来
一
月
痰
行
の
分
ま
で
は
従
前
の
通
り
現
登
行
所
賓
文
館
、
二
月
骰
行
の

分
よ
り
は
新
褻
行
所
内
外
出
版
株
式
會
祉
に
て
取
扱
可
申
候
。

一
、
前
金
彿
込
滸
の
各
位
中
（
京
都
哲
學
會
員
以
外
）
前
金
切
に
相
成
候
節
は
綿
べ
て
新
酸
行
所

内
外
出
版
株
式
會
祗
へ
彿
込
下
さ
れ
度
候
但
し
大
正
十
年
一
月
嶺
行
以
後
の
分
に
翌
し
既

に
御
彿
込
済
の
分
に
封
し
て
は
前
金
切
に
至
る
迄
前
項
に
依
り
本
誌
を
登
送
仕
る
べ
く
候

一
、
二
月
登
行
分
以
後
に
封
す
る
新
規
の
御
注
文
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線
べ
て
新
褻
行
所
内
外
出
版
株
式
會
祉
ヘ

御
申
込
下
さ
れ
度
候
。

追
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文
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蒙
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候
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難
有
御
證
申
上
候
尚
新
嶺
行

所
た
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外
出
版
株
式
會
祉
に
封
し
て
は
一
屑
の
御
同
情
御
引
立
を
賜
は
り
候
様
願
上
炭
此
機

會
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用
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に
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御
禍
妾
御
願
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上
候
敬
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